
広報ひの

２
５
９
０
万
円
の
赤
字
決
算

平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

平
成　

年
度
の
ま
ち
の
歳
入
歳
出
の
決
算
が
、

１８

第
５
回
町
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
る
歳
入
減
、

返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
公
債
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は

１８

約
２
５
９
０
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
、

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と

６
つ
の
特
別
会
計
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１８

１８

～
平
成　

年
３
月
）
の
一
般
会
計

１９

当
初
は
約
２
億
５
１
９
９
万
円

の
財
源
不
足
額
（
赤
字
額
）
を
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
算
は
、

歳
入
総
額
（
ま
ち
に
入
る
お
金
の

総
額
）
約　

億
２
４
７
６
万
円
か

３０

ら
歳
出
総
額
（
ま
ち
が
支
払
う
お

金
の
総
額
）
約　

億
４
４
３
０
万

３０

円
を
差
引
い
た
約
１
９
５
４
万

円
に
、
繰
越
明
許
費
（
翌
年
度
に

繰
越
す
経
費
）
約
６
３
６
万
円
を

加
え
た
約
２
５
９
０
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
赤
字
額

の
９
割
近
く
を
縮
小
で
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
要
因
に
は
、
徹
底
し
た
経

費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当

初
見
込
み
よ
り
は
地
方
交
付
税

が
多
く
交
付
さ
れ
た
こ
と
や
、
平

成　

年
度
か
ら
の
繰
越
金
が

１７
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

徹
底
し
た
経
費
削
減
な
ど
に
よ
り

当
初
見
込
み
よ
り
赤
字
額
を
約
９
割
縮
少
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3 広報ひの

昨
年
度
決
算
よ
り
約　

㌫
減

１０

半
分
以
上
を
地
方
交
付
税
に
頼
る

　　

平
成　

年
度
決
算
の
一
般
会
計

１８

に
お
け
る
歳
入
約　

億
２
４
７
６

３０

万
円
（
前
年
度
決
算
に
比
べ
約　
１０

㌫
減
）
の
内
訳
は
上
の
グ
ラ
フ
に

示
し
た
と
お
り
で
す
。

　

全
体
に
占
め
る
割
合
の
大
き
な

も
の
か
ら
見
る
と
、
ま
ち
の
行
政

規
模
な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
約　

億
７

１６

２
８
９
万
円
（
全
体
の　

・
３
㌫
）、

５５

町
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
町

税
が
約
３
億
６
５
２
０
万
円
（
全

体
の　

・
１
㌫
）、
ま
ち
が
借
り
入

１２

れ
る
町
債
が
２
億
４
２
９
１
万
円

（
全
体
の
８

㌫
）、
県
か
ら
支
払

わ
れ
る
補
助
金
な
ど
の
県
支
出
金

が
約
１
億
８
７
８
４
万
円
（
全
体

の
６
・
２
㌫
）
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
を
財
源
の
性
質
別
に
見
る

と
、
ま
ち
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
自
主
財
源
（
町
税
、
施
設
使
用

料
、
手
数
料
、
繰
越
金
な
ど
）
が

約
７
億
３
９
０
万
円
（
全
体
の　

・
２３

３
㌫
）、
国
・
県
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
金
額
を
収
入
と
す
る
依
存
財
源

（
地
方
交
付
税
、
町
債
、
県
支
出

金
な
ど
）
が
約　

億
２
０
８
６
万

２３

円
（
全
体
の　

・
７
㌫
）
と
な
り

７６

ま
す
。

底
を
つ
く
ま
ち
の
貯
金

平
成　

年
度
は
繰
り
入
れ
せ
ず

１８

 　

ま
ち
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で
、

１７

ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金
（
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
な
ど
）
を

取
り
崩
し
て
収
入
と
し
、
実
質
赤

字
部
分
に
補
て
ん
し
て
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
国

に
返
還
す
る
和
牛
導
入
基
金
な
ど

の
目
的
基
金
の
取
り
崩
し
は
一
部

行
い
ま
し
た
が
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
の
残
高
も
残
り
少
な
く
な
っ

て
お
り
（
約
１
億
５
９
０
０
万
円
）、

赤
字
解
消
の
た
め
の
取
り
崩
し
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
会
計
決
算 
歳
入

一般会計

歳 入
３０億２,４７５万９,９４８円

▼その他（※１）

　分担金及び負担金、使用料及び手数料

　財産収入・寄付金、繰越金

▼その他（※２）

　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地方消費税交付金

　株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金

　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金


